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RIテーマ「地域を育み、大陸をつなぐ」会長/RayKliginsmith(米国)
2620地区のテーマ「ロータリアン、奉仕をクラブへ地域へ」ガバナー/中山正邦
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第３６６回例会　１０月１２日（火）AM7:30～8:30 オークラホテル４Ｆ　平安の間
■司会：田中紀春　■点鐘：坂井光蔵　■ロータリーソング：希望のエナジー
■ゲスト；第2620地区ガバナー・中山正邦様、第７分区ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐・藤野匡司様、
地区副幹事・山田喜康様

会長挨拶 幹事報告

ガバナー挨拶

委員会報告

スマイル
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出席

報告
８５名中６０名７０.５９％

前々回修正出席率85.88％

先日、地元の祭りに私の会社も参加し模擬店を出店

しました。お祭りに参加すると言う事は煩わしい事が

多いけれど、祭りを通じて多くの人と知り合い参加す

る事が大切であります。その結果、良い人間関係が

出来上がっていくのだと思います。

「無縁社会」と言う言葉がありますが、退職した後に

自分は社会との関わり、地域との関わりをどうしていく

のか？年を取った時に自分は、どうなっていくのか？

等を考えて、地域社会との人間関係を形成していく

べきだと思います。

■坂井光藏会長&鈴木和浩幹事;

中山ガバナー、藤野ガバナー補佐、

山田地区副幹事のご来賓をお迎え

しパワー浜松RC会員一同、大変喜

んでおります。本日の中山ガバ

ナーのお話を今後のクラブ運営に

活かして行きたいと思います、本日

は、本当に有り難うございました。

■加藤鎮毅；

10/9オークラホテルで慶応義塾大

学・浜松同窓会、通称「浜松三田

会」の創立１００周年式典と清家の

講演会及び懇親会が３００余名の

OB・OG在校生の保護者、塾関係

者のご出席のもと行われました。当

クラブから塩谷立氏、鈴木康友氏、

安藤幸史氏、加藤ひとみ氏が出席

されました。皆さま方の物心両面の

ご支援有り難うございました。

■中山正邦ガバナー

皆さんおはようございます。

ご紹介いただきました、中山です。

浜松南ロータリークラブに所属していま

す。

早朝例会は初めて出席しました。良い

ものですね。ラジオ体操を皆でするの

も良い事です。

・本日、例会終了後８：４０から中山ガバナーをお迎えし

てのクラブ協議会が３Fチェルシーの間で開催されます。

役員、理事の皆様は、ご出席をお願いします。

中山ガバナー、藤野ガバナー補佐、浜松中RC

■本日皆さまのレターケースに、１０

月～１２月の会費の請求書を入れさ

せて頂きました。

今回は通常の会費６３，０００円の他

に、地区大会の負担金一人７，０００

円を追加した合計７０，０００円を引き

落としさせて頂きます。

尚、静岡銀行は金額の変更ができな

いため、静岡銀行口座から引き落と

しの方は、恐縮ですが７，０００円を別

途お振込み戴きますようお願い申し

上げます。
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中山正邦ガバナー
「２０１０－１１年度方針」
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2620地区のテーマ「ロータリアン、奉仕をクラブへ地域へ」ガバナー/中山正邦

●このパワー浜松ができたときには、秋山さんが初代会長、唐沢さんが、

特別代表でしたね。「新しい風が」この浜松、地区から世界に吹くという

ことで、半分期待と、半分心配をしていましたが、今日があるということ

は、皆さまのおかげだとおもいます。

●このパワー浜松のような、朝例会は全世界では８％あります。いわゆる

昼例会は３４％があります。そのほか、大半は夜間の例会になっています。

昔のイメージからはすこし変わってきてきます。先ほど酒井会長が挨拶さ

れましたが、ほかのかかわりでも存じ上げていますが、パワー浜松の

坂井会長の“うちにひめた”「パワー」をあらためて感じました。

●さて、ガバナーになるにあたって前年９月から、ガバナーエレクト講習会

があります。そのほかにロータリー研究会、またさらに財団の研究会などを

やりまして、ガナバーになるには、ノミニー、エレクトと段階をへて、アメリカのサンディアゴで１週間

みっちり研修を受けます。午前３時間、午後３時間、夕食２時間みっちりの研修、一週間でした。

●今年のロータリークラブのテーマは「地域を育み、大陸をつなぐ」です。全世界で５３１の地区があり、

日本では３４の地区があります。５３１の内、約１割が女性で、日本では１名の女性ガバナーがいますが、

まだまだ女性のガバナーは少ないですね。ぜひ女性の皆さんは頑張ってくださいね。

●2012-13年度国際ロータリー会長を選ぶ2010-11年度会長指名委員会は、2012-13年度国際ロータリー会長と

して、埼玉県、八潮ロータリー・クラブ、田中作次さんを指名しました。田中作次さんは、ＲＩの会長にな

る、という志をもってロータリークラブに入会をしたということで、それが２０１２年に実るわけです。日

本のＲＩ会長は、３０年ぶりだそうです。われわれとしても、２０１２－１３年度はサポートしていかなけ

ればならないと思っています。

●皆さまがた、地域を育む、大陸をつなぐというのはどういうことだとおもいますか？地域を育むというこ

とは、皆さん、地域それぞれのロータリアンが、地域を育むということです。育むというのはすごくデリ

ケートな言葉ですね。親鳥がひなを育む、つつみこむような、あたたかさを感じます。

●長期計画と新長期計画を考えて

パワーロータリーは１０年たったたわけですけれども、最初はインターネットを活用していきたいという

ことで、 関係各位が大変苦労されたということを聞いています。ＲＩは、各地区で、Ｅクラブを２つまで

作っても良いということになりました。まだ、日本ではありませんが、パワーロータリーが１０年前にやり

はじめたことが、すこし動きはじめた気がします。

３つの柱は

１．クラブのサポートと強化

２．ポリオの僕別

３．地域の中で、誇りをもた活動をしないといけない。われわれが、地域の中でなにをするのか。

●国際ロータリーともういひとつ、ロータリー財団というのがあります。ロータリー財団というのは、皆さ

ま方の寄付からなっています。１９８０年の初めには、ポリオの患者が３５万人いました。ポリオのワクチ

ンはわずか５０セント、１ドルしないんですね。それを提供することで、その方の一生が救われるんですね。

それをはじめてやった方は日本の方なんですね。それを国際ロータリーでやろうということで、３０年近く

たって、今現在は１，０００人強というか、２，０００人弱ということころまでいきました。いま、現地で

は１軒づつ回ってポリオの摂取をしているんですね。５５，５００万ドルという寄付をいただいて、２０１

２年の６月にはポリオの患者を９９．９いくつかまで、ポリオを押さえ込んだということが、ひとつロータ

リーの誇りとして、皆さまもっておいてもらいたいですね。

●地区大会には皆さまにご無理なご協力をお願いして申し訳けありませんでした。

ロータリーは皆さまと一緒になって、この地域をつくっていくということが、大切ということだけを申し

上げていきたいとおもいます。
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議事卓話


